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けい酸塩系表面含浸材ＣＳ－２１ネオ（ＮＥＴＩＳ登録番号ＣＧ－１６００１３－Ａ）

◆標準工程概要図 施工手順

１．CS-21ネオ（200g/㎡）塗布

＊素地調整：高圧洗浄、簡易清掃など

（標準歩掛，労務単価：R2熊本県，材料ロス5％含む）

◆何について何をする技術なのか?

新設など表層部の比較的健全なコンクリート構造物に対する表面保護を目的とした液体材料。

硬化コンクリートに塗布浸透させることで、初期段階では乾燥固形分および反応生成物による表層部を
緻密化し、長期的には未反応の主成分が水酸化カルシウムとの反応を繰り返すことで、微細ひび割れ等
の空隙を充填する。

◆期待される効果は?(新技術活用のメリットは?)

材料の浸透性を高めることにより、従来の反応型けい酸塩系表面含浸材塗布時に必要であった散水を伴
う工程を不要とし施工性を改善したことにより、工期を短縮しコストを縮減する。

◆適用可能な範囲／特に効果の高い適用範囲

新設コンクリート構造物(セメント成分を含むコンクリートおよびモルタル面)

・新設コンクリート構造物(現場打ちコンクリート、プレキャストコンクリート[二次製品]など)

・目視では視認し難い微細ひび割れや、打継目などの劣化の進行が懸念される部分

◆適用できない範囲

セメント成分を含まないもの(樹脂コンクリートなど)

既に浸透性吸水防止材などが塗布され、撥水性が付与されたコンクリート

◆適用にあたり、関係する基準

土木学会発刊 コンクリートライブラリー119 表面保護工法設計指針(案)
> 工種別マニュアル編pp143～187 > 表面含浸工マニュアル(けい酸ナトリウム系表面含浸材)

土木学会発刊 コンクリートライブラリー137 けい酸塩系表面含浸工法の設計施工指針(案)
> 反応型けい酸塩系表面含浸材

◆ＣＳ－２１シリーズ製品による表面保護工法の選定フローチャート（例）

適用範囲：中性化/塩害/凍害抑制対策（新設から劣化過程が潜伏期段階までの既設に対し、単独で適用する場合）

適用外：ＡＳＲ/化学的侵食

※躯体防水の場合は、従来のＣＳ－２１を適用【旧CB‐020055、期間満了につきNETIS登録終了(2017年3月末まで)】

設計価格：１,４００円/ｍ２

https：//www.cs21.jp

適
用
外

新
設

CS-21ネオ塗布工法
NETIS：CG-160013-A

要
求
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装
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必
要
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な
し

CS-21ビルダー塗布工法
NETIS：CG-170009-A

適
用
範
囲
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設 あ

り
CS-21保護美装工法
＞CS-21塗布＋CSﾌｨﾗｰ被覆

素地調整 CS-21ネオ塗布
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技 術 概 要 
 

技術名称 注水併用エアクーリング工法 担当部署 土木事業本部プロジェクト技術部 

NETIS登録番号 KT-180022-A 担当者 神﨑 恵三 

社名等 株式会社熊谷組 電話番号 080-5928-7797 

技術の概要 １．技術開発の背景 

 マスコンクリートの温度ひび割れ対策として、躯体内に予め設置した管（鋼管やシー

ス管）に通水や送風を行い、コンクリート打設直後の温度上昇を抑制するクーリング工

法が広く普及しています。通水の場合は、コンクリート温度上昇抑制効果は高いです

が、通水のための施工設備（タンクや冷却装置）や排水処理設備を設置するスペースの

制約などにより、適用が困難な場合があります。一方、送風の場合、施工設備は簡易で

すが、コンクリート温度上昇抑制効果が通水に比べて小さくなります。これら背景のも

と、当社は、送風時の空気に少量の水を加えることで大きな冷却効果を発揮できる新し

いクーリング工法を開発しました。 

 

２．技術の内容 

 本技術「注水併用エアクーリング工法」は、空気を主冷媒とし、少量の水をミストで

添加することによる気化熱冷却効果を利用して管を通過する空気の温度を低下させ、コ

ンクリートの冷却効果を高めるクーリング工法です。試験施工を行い、以下の仕様で一

定の冷却効果があることを確認しています。 

 ①風速：20m/sec以上 ②注水量：150ml/min程度 ③ミスト粒径：100μm以下 

 主な使用資機材 

・送風機 ・圧力計・流量計（注水量管理）・ミストノズル 

・クーリング管（φ50～60mm程度）（シースもしくは鋼管など） 

 

３．技術の効果 

・特別な冷却設備や排水処理設備が不要です。 

・温度応力解析によりひび割れが懸念される部位に対し、水平方向などに集中的にクー 

リングを行うことが可能です。 

・水によるクーリングと同程度の冷却効果を温度応力解析により確認しています。 

 

４．技術の適用範囲 

・部材厚500mmから3000mm程度の函渠構造物、橋脚、トンネル覆工などに適用可能で

す。 

 

５．活用実績（2020年9月10日現在） 

・国の機関 2件 （九州 0件 、九州以外2件） 

・自治体  4件 （九州 0件 、九州以外4件） 

・民間   4件 （九州 0件 、九州以外4件） 

 

６．適用工種実績 

・函渠構造物  5件 

・橋脚     2件 

・構造物躯体  2件 

・トンネル覆工 1件 
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７．写真・図・表 

  

 

注水併用エアクーリング工法イメージ図 

クーリング稼働状況 

送風機 

注水（ミストノズル） 

圧力計・流量計 

（注水量管理） 

1.15m 

11.3m 
8.3m 

側壁立上がり部の温度ひび割れ対策と
して、側壁縦断方向にクーリング管を
縦2列に設置しました。 

適用事例 

クーリング対象箇所 

クーリング管 

縦方向2列 

側壁部の最小ひび割れ指数
が、0.74から1.10に改善
し、温度ひび割れの発生確
率が低減されました。 

《無対策》 《クーリング対策》 

0.74 1.10 

３次元ＦＥＭ温度応力解析結果（ひび割れ指数分布図） 
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技術概要 

技術名称 ＮＣショット 担当部署 本社営業グループ営業二課 

ＮＥＴＩＳ登録番号 ＱＳ－150001－ＶＥ 担当者 岸本信二 

社名 二瀬窯業株式会社 電話番号 0948－22－0447 

技術の概要 1 技術の内容 

 本技術は、コンクリート構造物の補修補強工事に用いる断面修復材です。従来

その細骨材として使用していた天然砂の代わりに、高炉水砕スラグを独自の球

形化技術にて加工し、プレミックスモルタル化にしました。この球形化技術によ

り、単位水量を減らすことが可能となり、より密実性の高いモルタルとなりまし

た。その結果、耐久性、耐酸性などの品質向上が期待できます。標準タイプのＮ

ＣショットＭと軽量・速硬タイプのＮＣショットＬ、ＮＣショットＬＨの 3 種

類をラインアップしており、橋梁床板下面の厚付け施工などにも対応できます。

又、プレミックスモルタルとしてエコマーク取得製品です。 

 

2 技術の効果 

 ・高炉水砕スラグ細骨材はアルカリ骨材反応が起きません。 

 ・高炉水砕スラグ細骨材の特性により、耐久性、耐酸性に優れます。 

 ・高炉水砕スラグ細骨材の球形化技術により、単位水量を減らすことが可能と

なり、より密実性の高いモルタルとなります。その結果、乾燥収縮の低減に

繋がります。 

 ・リサイクル材料である、高炉水砕スラグを有効活用し、天然砂の使用を抑え

ることができ、循環型社会の形成に貢献できます。 

 ・マクロセル腐食に対して天然砂を使用した製品に比べ腐食速度を低減させ

る効果が期待できます。 

 

3 技術の適用範囲 

 ・橋梁床板の下面補修、橋脚側面の補修、ボックスカルバートの補修等です。 

 ・左官工法、吹付工法の両方に対応している材料です。 

左官工法（こて塗り）においては、作業スペースが限られている部分で、 

1 箇所の施工面積が小～中断面（10 ㎡以下）の部分に推奨しています。 

 

4 活用実績（2020 年 9月 7 日現在） 

国の機関  13 件 （九州  11 件、九州以外  2 件） 

自治体  453 件 （九州 352 件、九州以外 101 件） 

民間    44 件 （九州  18 件、九州以外 26 件） 
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5 写真・図・表 

【ＮＣショットの特長】ＮＣショットには当社独自の球形化技術によって加工を施した高炉水砕スラグを使用しています。 

 天然砂の代替材料として、環境負荷低減材料として、また潜在水硬性などの優れた性状で注目を集める高炉水砕スラグ

骨材を利用。ただし、製造方法に起因して角張ったものや針状のものなど雑多な形状の粒子が混在しており、単純な粒度調

整での選別が難しい。（不均質さが作業性悪化の要因になっていた）当社は、独自に開発した磨砕技術（特許取得済み）によ

って原料スラグを丸みのある粒形に加工し天然砂に比べても遜色のない粒形に近付けることでこの問題を解決。断面修復

用ポリマーセメントモルタル

の細骨材として配合した製

品を実用化している。 

 また、研究成果として断面

修復材の補修部位と既設コ

ンクリートとの界面付近やひ

び割れ部において腐食速度

が増進する現象であるマク

ロセル腐食に対して天然砂

を配合した製品に比べ、腐

食速度を低減させる効果が

あることが判明した。 

 

【施工方法】ＮＣショット M、LH は、現場で混和液や薬剤等の混入の必要がない一材型プレミックスタイプです。 

 

           
 

【ＮＣショットの種類】ＮＣショットは、施工部位に合わせて 3 タイプからお選び頂けます。 

 

 

 

「NC ショット」は、劣化したコンクリート構造

物全般の小・中規模断面修復工事で活用

できるプレミックスタイプのポリマーセメント

モルタルである（NEXCO 断面修復材規格

適合材料）。断面修復用ポリマーセメントモ

ルタル同等品の中では、唯一のエコマーク

認定を取得している。標準タイプの「NC シ

ョット M」と軽量・速硬タイプの「NC ショット

L」,軽量・速硬・一材型の「NC ショット LH」

の 3 種類をラインアップしており、橋梁床版

下面の厚付け施工などにも対応できる。

「NC ショット M」は左官工法・吹付工法の両

方での施工が可能。 
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技 術 概 要 
 

技術名称 GIコラム工法（軟弱地盤改良工） 担当部署 技術営業部 

NETIS登録番号 QS-100022-VE 担当者 九十九 督 

社名等 
GIコラム研究会 事務局 

株式会社 ワイビーエムサービス 
電話番号 0955-77-6511 

技術の概要 1.概 要 

 本工法は、スラリー状のセメント系固化材を注入しながら軟弱地盤を改良する工法

で、小型の地盤改良機で大型機並みの改良径・改良長(改良径φ2000・改良長25m)ま

で、ロッドの継ぎ切り無しで施工可能です。よって、コスト縮減・工期短縮・環境負荷

軽減が出来ます。公共工事の土木・建築構造物の基礎、盛土等の基礎、掘削工事におけ

る山留め・止水、擁壁等の安定化対策、地下構造物の液状化対策に適用されます。 

 

 

2.特徴及び効果 

 小型機のため大型機に比べ機械損料、組立解体費、運搬費が低減されます。また、機

動性、施工性が高く、施工機の組立解体が不要なため、組立解体時間が低減できます。 

品質・出来形については、従来工法と同程度です。施工機の施工管理装置にY-LINK

（全自動施工管理制御システム（QS-180013-A）を導入可能で、改良杭の品質向上に加

え、情報化施工に適用できます。リーダーが短く、ロッド継ぎ切り作業がないためマシ

ン転倒の危険性が少ないです。機械組立ヤードが不要で、狭小地での施工が可能です。

また、撹拌翼の回転数やセメントミルクの注入量等をリアルタイムに表示できる施工管

理装置を装備し、詳細な表示ができるため高い品質管理ができます。小型機で低騒音仕

様です。 

  杭芯位置誘導システム『Y-Navi』を導入可能で、ICT地盤改良工に求められる事前計

画、杭芯位置誘導、施工履歴データによる出来形管理までトータルな対応が可能です。

施工履歴データを用いた出来形管理要領（固結工（スラリー撹拌工）編）に準拠した

ICT施工管理システムです。 

 

 

3.適用範囲 

 粘性土、砂質土、シルト及び有機質土等の軟弱地盤を対象として行うセメント系固化

材による地盤改良工法に適応します。特に効果の高い適用範囲は、小規模な現場や市街

地の狭い現場で、特に改良長が10m以上の長い改良が必要な工事です。 

適用できない範囲は、適用可能以外の地盤及び砂礫層(レキ混入20%以上、レキ径25cm

以上)等です。機種毎の改良径、改良長は以下の通りです。 

・地盤改良機GI-80Cを適用の場合、改良径×改良長は、 φ800mm～1,200mm×～13.5m 

・地盤改良機GI-130Cを適用の場合、改良径×改良長は、φ1,000mm～1,600mm×～20m 

・地盤改良機GI-220Cを適用の場合、改良径×改良長は、φ1,000mm～2,000mm×～25m 

上記より長い改良長については、ロッドの継ぎ切りを実施することで施工が可能になり

ます。 

 

 

4.活用実績（2020年9月29日現在） 

国の機関 143件（九州 121件、九州以外  22件） 

自治体  324件（九州 273件、九州以外  51件） 

民間   327件（九州 298件、九州以外  29件） 

合計   794件（九州 692件、九州以外 102件） 
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5.写真・図・表 

 
表-1 機械能力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
表-2 適用範囲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図-1 機械配置図 

 

 

 
                                   写真-1 杭頭確認写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図-2 施工手順 

                  写真-2 4台施工状況写真 

 

 

 

 

 

 

 

ウォーター
スイベル 

センター 
ホール 
スピンドル 

改良体 

流量計
(搭載) 

セメントサイロ 

グラウトポンプ 

ミキシングプラント 

発電機 水タンク 

8m 

10m 

改良径

改良長
※

※ロッドの継ぎ切り無しの改良長

～15.0m ～20.0m ～25.0m

17,740㎏ 24,750㎏ 34,000㎏

(機械能力)～φ1,200㎜ (機械能力)～φ1,600㎜ (機械能力)～φ2,000㎜

86kW/2,200min
-1

102.1kW/2,200min
-1

160.0kW/1,800min
-1

7,890×2,440×2,930㎜ 8,830×2,595×3,050㎜ 11,500×2,900×3,346㎜

0～5.0m/min 0～4.5m/min 0～7.0m/min

2,000㎜ 2,000㎜ 0㎜

103.0kN 132.5kN 198.7kN

5,000㎜ 5,500㎜ 8,000㎜

2～70min
-1

6～69min
-1

0～60min
-1

15.6～58.8kN･m 21.2～71.2kN･m 0～98.0kN･m

リーダースライドストローク

エンジン出力

運搬時寸法(L×W×H)

質量(運搬時)

適用改良

スピンドルトルク

スピンドル回転数

最大供給圧力

フィードストローク

フィードスピード

MODEL GI-80C-HT-KF-4 GI-130C-HT-KF-4M GI-220C

スピンドル内径 175㎜ 175㎜ 225㎜

形 状 杭状、ブロック状、壁状等

適 用 構 造 物 土木構造物、土構造物、擁壁など

攪 拌 軸 数 単軸

改 良 体 径 φ800mm～φ2000mm
※1

攪 拌 翼 数 6枚翼（掘削翼を含む）

羽根切り回数 400回/m以上

適 用 地 盤 砂質土 (シラス含む)、粘性土 (ローム含む)

最 大 改 良 長 25m
※1

固化材配合量 配合試験により決定（70 kg/m
3
以上）

砂質土（シラス含む）：100～1500 kN/m
2

粘性土（ローム含む）：100～1500 kN/m
2

※配合試験により低配合量の場合は要協議

改 良 体 強 度

※1 施工機種によって、最大改良体径、最大改良長は異なります。 
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